
（その１） （24.５.19）６年算数（ ）ｃ問題

（１）立体図形
題 目

仕事に関する問題（２）

※ 答えは，別紙の解答らんに書き入れなさい。

※ 比はすべて最も簡単な整数の比で答えなさい。
かん

※ 円周率は３.１４として計算しなさい。

次の問いに答えなさい。

次の にあてはまる数を求めなさい。唄

３.２６×１７－１.６×１６.３－２４×１.６３÷３＝

(図１)のような直方体の面の上を，ＡからＢを通ってＣまで糸で結欝

びました。糸の長さが最も短くなるとき，図の の長さは何㎝ですか。x

機械Ａを３台使うと４時間かかり，機械Ｂを４台使うと９時間かか蔚

る仕事があります。この仕事を，Ａ１台とＢ２台を使って行うと何時

間何分かかりますか。

１辺が１㎝の立方体の積み木を積み重ねてできた立体があります。鰻

この立体を，正面から見ても，真上から見ても，右横から見ても(図２)

のように見えました。この立体には，最も少ないときで何個の積み木

が使われていますか。

ある牧場で，牛を１６頭放牧すると１２日で草を食べつくします。また，２０頭放牧すると８日で草を食べつ姥

くします。牛を１２頭放牧すると，何日で草を食べつくしますか。ただし，草は毎日一定の割合で生え，牛１頭
わり

が１日に食べる草の量はみな等しいものとします。

(図３)で，ＡＤ，ＥＦ，ＢＣは平行です。ＥＦの長さは何㎝ですか。厩

大，中，小３個のサイコロをふります。出た目の和が７になるよう浦

な目の出方は，全部で何通りありますか。
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(24.５.19)６ 年 算 数 (ｃ問題) (その２)

右の図の四角形ＡＢＣＤは，面積が３００ の平行四辺形です。或

ＡＥ：ＥＢ＝２：１

で，点Ｆは辺ＢＣの真ん中の点です。これについて，次の問いに答え

なさい。

ＤＧ：ＧＥ を求めなさい。唄

四角形ＥＢＦＧの面積は何 ですか。欝 或

右の図のような，台形から長方形を取りのぞいた図形があります。

この図形を，直線 を軸にして１回転させたときにできる立体につい鞍
じく

て，次の問いに答えなさい。

この立体の体積は何 ですか。唄 安

この立体の表面積は何 ですか。欝 或

一定の割合で水がわき出している 泉 があります。毎日，ポンプを使ってこの泉の水をくみ出し，ちょうど泉が
いずみ

空になったところでくみ出し終えるという作業をしています。いつもは，午前９時にこの作業を開始して午後３時
から

に作業を終えるということをくり返していましたが，昨日は作業を開始するのが遅れてしまい，午前１０時に作業
おく

を開始しました。また，今日は作業をいつもより早く開始したところ，ちょうど午後２時に作業が終わりました。

ポンプは一定の割合で水をくみ出すものとして，次の問いに答えなさい。

泉に１時間あたりにわき出す水の量と，ポンプが１時間あたりにくみ出す水の量の比を求めなさい。唄

昨日は午後何時何分に作業を終えましたか。欝

今日は午前何時何分に作業を開始しましたか。蔚
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（その１）（24.５.19）６年社会（ ）bc問題

国 際 連 合 と 平 和題 目

※ 答えは，別紙の解答らんに書き入れなさい。

次の文を読んで，後の問いに答えなさい。

寺田くん：先生， アムネスティ・インターナショナルって何ですか。
①

先 生： 難 しい名前を知っていますね。国際的な影 響 力 のある非政府組織のことです。１９４８年に国際
むずか えいきょうりょく

連合の総会で採択された Ａ の精神にもとづき，思想や人種などを理由に不当にとらえられた人々の
さいたく

釈 放を各国の政府にはたらきかけています。また，死刑の廃止や 難民の 救 済も主張しています。②

しゃくほう し けい はい し なんみん きゅうさい

生田さん：非政府組織って，確か ＮＧＯのことですよね。 政府とは関係なく，民間の活動を行う組織と学び○ ③あ

エヌジーオー

ました。アムネスティ・インターナショナルのほかには，どのような非政府組織があるのですか。

先 生：多くは国際連合などと協力し，国際平和， 発展途 上 国の生活向上，地球環 境 の保全などのために④

はってん と じょう かんきょう

活動しています。また，戦争中も中立的な立場で，負 傷 者の治 療 や，災害にあった人々への物資の支
ふ しょう ち りょう し

援を行う国際 Ｂ や，人種・政治・ 宗 教 を問わず，医療活動を行う 国境なき医師団もあります。⑤

えん しゅうきょう

寺田くん： アンリ＝デュナンがつくった国際オリンピック委員会も非政府組織の１つですよね。○い
先 生：そうですね。最初の近代オリンピックは，１８９６年に アテネで開かれました。そういえば，今年○う

（２０１２年）も ４年に１度の夏のオリンピックが開かれる年です。皆さんも，オリンピックを観る○え

みな

とき， スポーツを通じて世界平和につくすというオリンピックの目的を思い出してみてくださいね。⑥

Ａ にあてはまることばを次から選んで，記号で答えなさい。問１

ア ポツダム宣言 イ 女子差別撤廃条約 ウ 子どもの権利条約 エ 世界人権宣言
せんげん てっぱい けん り

Ｂ にあてはまることばを漢字３字で答えなさい。問２

下線①・⑤は，ノーベル平和賞を受賞しました。ノーベル賞について述べた文として正しいものを次から選ん問３

で，記号で答えなさい。

ア 自らの発見したウランが戦争に利用されたことを悲しんだノーベルの財産を使ってつくられました。

イ ノーベル賞の授賞式は，ノーベルの出身国であるスイスのジュネーブで行われます。

ウ 日本人では，湯川秀樹が物理学賞を受賞して以来，十数人がノーベル賞を受賞しています。
ゆ かわひで き

エ ノーベル賞が創設されたのは，東京オリンピックが開かれた１９６４年のことです。
そうせつ

下線②について，国連難民高等弁務官として活躍した日本人を次から選んで，記号で答えなさい。問４
かつやく

ア 犬養 毅 イ 尾崎行雄 ウ 緒方貞子 エ 新渡戸稲造
いぬかいつよし お ざきゆき お お がたさだ こ に と べ いなぞう

下線③について，先進国の政府による発展途上国への政府開発援助について，次の問いに答えなさい。問５
えんじょ

１ 政府開発援助の 略 称 を次から選んで，記号で答えなさい。
りゃくしょう

ア ＥＴ Ｃ イ Ｏ Ｄ Ａ ウ ⅠＬＯ エ Ｇ Ｄ Ｐ
イーティーシー オーディーエー アイエルオー ジーディーピー

２ 次のア～ウの国を２０１０年の政府開発援助の総額が多い順に並べかえて，記号で答えなさい。
なら

ア 日本 イ ドイツ ウ アメリカ

３ 政府開発援助の一環として，日本の２０歳～３９歳のボランティアが Ｃ 協力隊として派遣され，発展途上
いっかん さい は けん

国の人々と生活をともにしながら，それぞれの技術や才能をいかして，地域社会や経済の発展に貢献しています。
ち いき けいざい こうけん

Ｃ にあてはまることばを答えなさい。

下線④について，１９６６年までは，日本も発展途上国として世界銀行から資金を借り入れていました。日本問６

が世界銀行から借りた資金を使って建設されたものとして正しくないものを次から選んで，記号で答えなさい。

ア 東名高速道路 イ 関西国際空港 ウ 黒部第四ダム エ 愛知用水

下線⑥について，オリンピックと同じ年に同じ都市で行われる， 障 害をもつ人たちによるスポーツ大会を何問７
しょうがい

といいますか。カタカナで答えなさい。

波線○～○のうち，正しくないことばが１つあります。そのことばを○～○から選んで，記号で答えなさい。問８ あ え あ え
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(24.５.19)６ 年 社 会 (bc問題) (その２)

次の文を読んで，後の問いに答えなさい。

第一次世界大戦後の１９２０年に結成された Ａ は，大国のアメリカが参加しないなど，強力な組織にはな

れず，第二次世界大戦を防ぐことができませんでした。この反省に立って，１９４５年に国際連合憲 章 が採択
けんしょう さいたく

され，原加盟国を Ｂ か国として国際連合（国連）が発足しました。その主要機関として 総会・ 安全保
① ②

げん か めい ほっそく あんぜん ほ

障 理事会・ Ｃ 理事会・信託統治理事会・ 国際司法裁判所・ 事務局の６つが設置され， その他にも，
③ ④ ⑤

しょう しんたく さいばんしょ

必要とされる専門機関などが組織されていきました。
せんもん

昨年（２０１１年）７月，５年ぶりに 新たな国連加盟国を加え，加盟国数は Ｄ か国となりました。今年⑥
（２０１２年）１月には， 日本は国連の要請にもとづき，この新たな加盟国に 国連平和維持活動（ＰＫＯ）⑦ ⑧

ようせい い じ ピーケーオー

として自衛隊を派遣しました。
は けん

Ａ にあてはまることばを漢字４字で答えなさい。また， Ｃ 理事会のもとには，多くの専門機関が設置問１

されています。 Ｃ にあてはまることばを答えなさい。

Ｂ ・ Ｄ にあてはまる数をそれぞれ次から選んで，記号で答えなさい。問２

ア ３９ イ ５１ ウ ８０ エ １２１ オ １９３

下線①について述べた文として正しくないものを次から選んで，記号で答えなさい。問３

ア すべての加盟国が参加します。 イ 国の大小にかかわらず，１つの国が１票をもちます。

ウ 通常総会は，毎年４月に開かれます。 エ 特別総会が開かれることもあります。

下線②について，次の問いに答えなさい。問４

１ 常任理事国として正しくないものを次から選んで，記号で答えなさい。

ア 中国 イ フランス ウ ロシア エ イタリア

２ 常任理事国がもつ，１か国でも反対すれば決定できないという特別な権限を次から選んで，記号で答えなさい。
けんげん

ア 拒否権 イ 黙秘権 ウ 請 求 権 エ 団結権
きょ ひ けん もく ひ けん せいきゅうけん だんけつけん

３ 非常任理事国について述べた文として正しいものを次から選んで，記号で答えなさい。

ア 非常任理事国は合計１５か国です。

イ 日本は１度も非常任理事国に選ばれたこ

とがありません。

ウ 非常任理事国の任期は２年です。

下線③の本部がおかれているオランダの都問５

市の名をカタカナで答えなさい。

下線④の事務総長である潘基文氏の出身国問６
パン ギ ムン

を右の地図から選んで，記号で答えなさい。

下線⑤について，次の問いに答えなさい。問７

１ 人々の健康増進を目的として，病気について

の知識を広め，予防する活動などを行っている国連の専門機関の名を答えなさい。

２ 国連貿易開発会議（ＵＮＣＴＡＤ）は，先進国と多くの発展途 上 国の間にある，経済 上 の格差の問題を解決
ア ン ク タ ッ ド はってん と じょう けいざいじょう

することを目的に設置されました。このような格差の問題を Ｅ 問題といいます。 Ｅ にあてはまることば

を漢字で答えなさい。

下線⑥の国の名を答えなさい。また，この国を右上の地図から選んで，記号で答えなさい。問８

下線⑦について，日本は国連に加盟する５年前，まだ占 領 が終わっていない時期に Ｆ に加盟し，このこ問９
せんりょう

とが，国際社会復帰への足がかりとなりました。その背景には，次の Ｆ 憲章に心を動かされた日本人が始めた
はいけい

民間の運動がありました。 Ｆ にあてはまる機関の名をカタカナ４字で答えなさい。

戦争は人の心の中で生れるものであるから，人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。
うま

下線⑧について，自衛隊がＰＫＯとして初めて派遣されてから，今年でちょうど２０年になります。自衛隊が問10

ＰＫＯとして最初に派遣された国を次から選んで，記号で答えなさい。

ア ベトナム イ マレーシア ウ カンボジア エ フィリピン
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(24.５.19)６ 年 社 会 (bc問題) (その３)

世界のおもな国々についてまとめた次の表を見て，後の問いに答えなさい。

国名 首都 面積 人口 説明

タイ……○ バンコク 51 6912 仏教国で，米の輸出量が世界一。昨年（2011年）の洪水であ
①

こうずい

日本の企 業 も被害を受けた。
き ぎょう ひ がい

ブラジル……○ ブラジリア 852 19495 日系ブラジル人が多く，日本の工場にもたくさん働きに来てい
②

にっけい

いる。 Ａ 川の 流 域に広大な熱帯林が広がる。
りゅういき

イギリス……○ ロンドン 24 6204 日本と同じように，まわりをほぼ海に囲まれた島国。18世う
③

紀，最初に産業革命を経験した国である。
かくめい

アメリカ……○ ワシントン 963 31038 世界で最初に自動車を大量生産した国で，現在も世界有数のえ

工業国である。

サウジアラビア リヤド 215 2745 国土の大部分を占める砂漠で Ｂ が産出され，日本にとっ
し さ ばく

……○ て最大の Ｂ 輸入相手国となっている。お

中国……○ Ｃ 960 Ｄ 2000年以上前から日本と交流がある。「世界の工場」とよばか

れ，めざましい経済成長をとげている。
けいざい

オーストラリア キャンベラ 769 2227 Ｅ の植民地であったため，白人が多く，おもに英語が使

… われている。…○き

※面積（万ｋ㎡）は2008年，人口（万人）は2010年。 （2011／12 世界国勢図会）

Ａ にあてはまる，流域面積が世界一である川の名を答えなさい。問１

Ｂ にあてはまる資源を次から選んで，記号で答えなさい。問２
し げん

ア 石灰石 イ 鉄鉱石 ウ 石炭 エ 原油
せっかいせき

Ｃ にあてはまる首都の名を答えなさい。また， Ｄ にあてはまる人口に最も近いものを次から選んで，問３

記号で答えなさい。

ア 約３億人 イ 約１３億人 ウ 約７０億人

Ｅ にあてはまる国を上の表の○～○から選んで，記号で答えなさい。問４ あ え

下線①について述べた文として正しいものを次から選んで，記号で答えなさい。問５

ア ラマダーンとよばれる断食月があります。 イ 紀元前にインドでシャカが始めた 宗 教 です。
だんじき しゅうきょう

ウ 信者はコーランという聖典に 従 います。 エ 大きくカトリックとプロテスタントに分けられます。
せいてん したが

東京と下線②・③の位置を示している右の地図を見て，問６

次の問いに答えなさい。

１ 東京から見て，ブラジリアは，およそどの方位にありま

すか。次から選んで，記号で答えなさい。

ア 北北東 イ 北北西 ウ 南南東 エ 南南西

２ この地図について述べた文として正しいものを次から選

んで，記号で答えなさい。

ア この図法をメルカトル図法といいます。

イ 東京とロンドンを結ぶ直線は，両都市間の最短距離を
きょ り

示しています。

ウ 六大陸と三大洋のすべては，示されていません。

下線③の旧グリニッジ天文台を通る経度０度の経線を Ｆ 子午線といいます。 Ｆ にあてはまることばを問７

漢字２字で答えなさい。

赤道より南の南半球に位置し，日本と季節がほぼ逆になる国を上の○～ から選んで，記号で答えなさい。問８ え ○き
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（その１） （24.５.19）６年理科（ ）bc問題

空 気 と 水題 目

※ 答えは，別紙の解答らんに書き入れなさい。

圧力について，実験を行いました。これについて，次の問いに答えなさい。

＜実験１＞重さが１０ｇの同じ２本のペットボトルに食塩水をそれぞれ５３０ｇず

つ入れ，（図１）のように，Ａ，Ｂ２通りの置き方をした。

＜実験２＞同じ２本のペットボトルＣ・Ｄに水をいっぱいに入れ，ふたを外し，

（図２）のように，穴を開けた。
あな

＜実験１＞のＡ，Ｂで， 机 が受ける圧力は，１ あたり何ｇですか。それぞ問１ 或
つくえ

れ数字で答えなさい。

（図２）のペットボトルで，水面から５cmの深さでは，水圧が１ あたり何問２ 或

ｇになりますか。数字で答えなさい。ただし，ペットボトルの切り口の断面積は

どこも同じで３６ とします。或

＜実験２＞で，ペットボトルＣとＤではどちらが勢いよく水が出ましたか。記号で答えなさい。問３

＜実験３＞ 注 射器にあめの 袋 を入れ，（図３）のように，５目もりまで
ちゅうしゃ き ふくろ

ピストンを引いた。そのあと，（図４）のように，消しゴムで注射器

の口をふさいで，さらに，１０目もりまでピストンを引き，あめの袋

のようすを観察した。手をはなすとピストンは５目もりにもどった。

（図４）で，あめの袋のようすはどうなりますか。また，同じよう問４

なしくみで起こる現象はどれですか。それぞれ下から選び，記号で答え

なさい。

＜ようす＞

(ｱ) あめの袋はふくらむ。 (ｲ) あめの袋はつぶれる。 (ｳ) 変わらない。

＜現象＞

(ｴ) 夏の暑い日に打ち水をすると，すずしくなる。 (ｵ) 風呂の湯が多いときは，せんがぬきにくくなる。
ふ ろ

(ｶ) 平地から持っていったポテトチップスの袋が山 頂 でふくらむ。
さんちょう

ピストンの断面積が２４ の 注 射器Ａと，ピストンの断面積が３６ の注射器Ｂ哀 哀
ちゅうしゃ き

があります。この注射器に水を入れてガラス管でつなぎ，Ａのピストンに１８０ｇ，

ＢのピストンにおもりＸをのせたところ，（図１）のようにＡ・Ｂのピストンは同じ

高さになってつり合いました。これについて，次の問いに答えなさい。ただし，ピス

トンの重さは考えないものとし，水１ の重さは１ｇとします。姶

（図１）のとき，Ａのピストンにのせたおもりが水面をおす圧力は１ あたり問１ 哀

何ｇですか。数字で答えなさい。

（図１）で，Ａのピストンにのせたおもりによって，ａ～ｃ点で矢印の向きに問２

はたらく圧力はどのような関係になりますか。下から選び，記号で答えなさい。た

だし，ａ＞ｂ＝ｃは，ｂはａより小さく，ｂとｃは等しいことを表しています。

(ｱ) ａ＞ｃ＞ｂ (ｲ) ａ＝ｂ＜ｃ

(ｳ) ａ＝ｃ＜ｂ (ｴ) ａ＝ｂ＝ｃ

２
18

１
10

Ａ Ｂ

（図１）

机

２７或 ３或

つくえ

（図３）

5

10

（図４）

10

5

？消しゴム

あめの袋
ふくろ

（図２）

穴 穴

Ｃ Ｄ

あな

ａ

ｂ

ｃ

（図１）

注射器Ａ

注射器Ｂ

おもりＸ

１８０ｇ

ちゅうしゃ き

ガラス管

ピストン

予習シリーズ

６年㊤第11回
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(24.５.19)６ 年 理 科 (bc問題) (その２)

（図１）で，ＢのピストンにのせたおもりＸの重さは何ｇですか。数字で答え問３

なさい。

（図１）のＡ・Ｂのおもりを取り去り，（図２）のように，Ｂのピストンにだ問４

け５４０ｇのおもりをのせました。このとき，ピストンの底面の高さの差は（図

２）のＹのようになりました。これについて，下の問いにそれぞれ数字で答えなさ

い。

(1) Ｂのピストンにのせたおもりが水面をおす圧力は１ あたり何ｇですか。哀

(2) （図２）のＹは何cmですか。

問４のとき，水面の高さを同じにするためには，Ａのピストンを何ｇの力でお問５

せばよいですか。数字で答えなさい。

空気中にふくまれる水蒸気の量には限度があり，空気１ にふくむことができる水蒸気の量を「ほう和水蒸気庵
すいじょう き

量」といいます。（表）と（グラフ）は，どちらも気温とほう和水蒸気量との関係を示したもので，（グラフ）の

Ａ～Ｅ点はそれぞれ温度や水蒸気の量の異なる空気の状態を表しています。また，空気の湿り気の程度は「湿度」
こと しめ け しつ ど

で表されます。湿度は，ある温度におけるほう和水蒸気量に対して，実際に空気中にふくまれている水蒸気の量の

割合を，パーセント（％）で表します。これについて，次の問いに答えなさい。
わりあい

＜実験＞金属製のコップにくみ置きの水を入れ，表面の一部にセロハンテープをはっておき，（図）のように，

氷の入った試験管を入れ，コップの中の水を冷やしていった。温度計が１０℃になったとき，コップの表面

に水てきがつき始めた。ただし，実験室の室温は２５℃で変化しなかったものとする。

空気中にふくまれている水蒸気が水てきに変わ問１

るときの温度を何といいますか。ことばで答えなさ

い。

＜実験＞の空気１ にふくまれている水蒸気は問２ 庵

何ｇですか。数字で答えなさい。

（グラフ）の点Ａ～Ｅのうち，＜実験＞を行っ問３

た実験室内の空気を表しているのはどれですか。ま

た，問１のようになったとき，金属製のコップのま

わりの空気を表しているのはどれですか。それぞれ

記号で答えなさい。

温度が２６℃で，１ 水蒸気をふくんだ空気があります。この空気の温度が１６℃になると，問４ 庵あたり２０ｇの

１ あたりで何ｇの水てきが出てきますか。数字で答えなさい。庵

気温が１８℃で，湿度が８０％の部屋があります。これについて，下の問いにそれぞれ数字で答えなさい。問５

(1) この部屋の空気１ には，何ｇの水蒸気がふくまれていますか。庵

(2) この部屋の気温が（表）のどの 値 にまで下がると，初めて水蒸気が水てきに変わりますか。
あたい

３
24

氷

試験管

（図）

15.4

18

17.3

20

19.4

22

21.8

24

24.4

26

27.2

28

（表）

8 10 12 14 16

8.3 9.4 10.7 12.1 13.6

気温(℃)

ほう和水蒸気量(g)
すいじょう き りょう

6

7.3

30

20

10

0 10
気温（℃）

ほ
う
和
水
蒸
気
量
（

）
ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

20 30

Ｅ

（グラフ）

ピストンの
底面の高さ
の差

Ｙ

（図２）

注射器Ａ 注射器Ｂ

５４０ｇ

ちゅうしゃ き

cm
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(24.５.19)６ 年 理 科 (bc問題) (その３)

次の【Ａ】・【Ｂ】について答えなさい。

【Ａ】 （表）は，地球の歴史上起こった大きなできごとについて，現在から過去へもどる形式で，何年前である

かを表したものの一部です。

（表）の○の地質時代を何といいますか。ことばで答えなさい。問１ あ

（表）の○の地質時代に多く見られた生物はどれですか。下から選び，記号で答えなさい。問２ い

(ｱ) フズリナ (ｲ) マンモス (ｳ) サンヨウチュウ (ｴ) アンモナイト

（表）の○の地質時代に，「生物が陸上に進出」したのは，植物のはたらきである①によって，酸素が 急問３ う
きゅう

激に増え，生物に有害な②をさえぎる性質を持つオゾン層がつくられたからです。①・②にあてはまるものは何
げき そう

ですか。下から選び，それぞれ記号で答えなさい。

(ｱ) 光合成 (ｲ) 呼 吸 (ｳ) 蒸 散 (ｴ) 赤外線 (ｵ) 紫外線
こ きゅう じょうさん し がいせん

【Ｂ】 （図）は，春分・夏至・秋分・冬至の日の地球の位置と，地
げ し とう じ

球のすぐ内側の軌道を公転している惑星Ｘと，それぞれの季節の真
き どう わくせい

夜中に南中する代表的な星座がある方向を模式的に示したものです。
せい ざ も しき

また，地球の地軸は公転面に対して６６.６度かたむいています。
ち じく

（図）のＤの位置に地球があるとき，東京（北緯３６度・東経問４
ほく い

１４０度）でのこの日の太陽の南中高度は何度ですか。数字で答え

なさい。

（図）で，Ｃの位置に地球があるとき，惑星ＸがＰの位置にあ問５

りました。このとき，惑星Ｘはどのように見えますか。また，惑星

Ｘが見える時間帯と方角はどれですか。下から選び，それぞれ記号

で答えなさい。ただし，見え方は肉眼で観測した場合のものを答え

なさい。

＜見え方＞

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) (ｶ)

＜見える時間帯と方角＞

(ｷ) 明け方・東 (ｸ) 明け方・西 (ｹ) 夕方・東 (ｺ) 夕方・西

４
18

＜参 考 問 題＞

海底の海嶺や海溝には，プレートの下にあるマグマが表面に 姿 を現す場所があります。ここでは，マグマにふく
かいれい かいこう すがた

まれていた水分が約３００℃の熱水として表面にわき出しています。１００℃でふっとうするはずの水が，約３００

℃の温度で液体のままなのはどうしてですか。簡単に説明しなさい。
かんたん

（表）

・ほ乳類が栄える。

・人類の祖先が現れる。

地質時代 おもなできごと

・ほ乳類やシソ鳥が現れる。

・海中の植物の活動がさかんになる。
・生物が陸上に進出する。

あ

い

う

約７千万年前

約４００万年前
にゅう

約２億年前

約６億年前

太陽

地球

（図）

い
て
座

ふ
た
ご
座

惑星Ｘ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

北極

おとめ座
ざ

うお座

わくせい

Ｐ

明るく
見える
部分

暗い
部分

nohara
見本



（

・
５
・

）

六

年

国

語

（
ｂ
ｃ
問
題
）（
そ
の
一
）

24

19

欝

題

目

自

然

と

人

間

※

答
え
は
、
別
紙
の
解
答
ら
ん
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１
71

「
ピ
ラ
ー
ラ
、
ご
ら
ん
。
ラ
ッ
コ
の
や
つ
、
南
の
ほ
う
へ
泳

ぎ
だ
し
た
よ
。
あ
と
を
追
わ
な
い
と
、
見
う
し
な
っ
て
し
ま

う
ぞ
。
お
ま
え
、
で
き
る
だ
け
舟
の
底
の
ほ
う
に
も
ぐ
っ
て

ふ
ね

い
て
く
れ
。
お
と
う
さ
ん
、
立
っ
て
こ
ぐ
か
ら
」

ピ
ラ
ー
ラ
は
、
舟
の
底
に
腹
這
い
に
な
る
と
、
く
び
だ
け

５

は
ら

ば

外
へ
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

パ
ニ
ア
ッ
ク
が
、
手
に
し
た
カ
イ
を
あ
や
つ
り
、
腰
で
調

こ
し

子
を
と
っ
て
舟
の
上
に
立
ち
上
る
と
、
ま
る
で
、
舟
は
、
パ

ニ
ア
ッ
ク
の

足
に
は
か
れ
た
靴
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

①

く
つ

や
が
て
、
大
き
な
き
り
た
っ
た
岩
が
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に

10

た
っ
て
い
る
岩
礁
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
た
り
を
、

が
ん
し
ょ
う

カ
モ
メ
が
、
ち
ら
ち
ら
雪
の
よ
う
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ

ま

ッ
コ
の
子
は
、
す
っ
と
岩
の
か
げ
に
か
く
れ
て
見
え
な
く
な

り
ま
し
た
。

パ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
こ
ぐ
手
を
と
め
る
と
、
耳
を
そ
ば
だ

②

15

て
ま
し
た
。
カ
チ
カ
チ
と
、
岩
を
う
ち
つ
け
る
澄
ん
だ
音
が

す

。

、

、

ひ
び
い
て
き
ま
し
た

そ
れ
か
ら
ま
た

ネ
コ
の
よ
う
な
声

キ
イ
キ
イ
と
、
か
ん
だ
か
い
叫
び
声
、
猛
獣
の
よ
う
な
う
な

さ
け

も
う
じ
ゅ
う

り
声
、
せ
き
こ
む
老
い
た
ラ
ッ
コ
の
声
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

声
や
物
音
が
い
り
ま
じ
っ
て
、
そ
れ
は
も
う
、
ま
こ
と
に
に

20

ぎ
や
か
に
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
お
き
き
、
ピ
ラ
ー
ラ
」

パ
ニ
ア
ッ
ク
は
、

目
玉
を
と
び
だ
さ
せ
そ
う
に
し
な
が

③

ら
、
子
ど
も
に
い
い
ま
し
た
。

「
あ
れ
が
、
ラ
ッ
コ
の
声
だ
よ
」

25

「
た
く
さ
ん
い
る
ら
し
い
ね
、
お
と
う
さ
ん
」

「
そ
う
だ
な
。
八
十
、
い
や
百
頭
く
ら
い
は
い
る
か
も
し
れ

な
い
…
…
」

ふ
た
り
は
、
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
、
ラ
ッ
コ
の
声
に
耳
を

か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

30

び
ょ
う
ぶ
岩
の
む
こ
う
で
は
、
さ
わ
ぎ
が
ま
す
ま
す
ひ
ど

く
な
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

ピ
ラ
ー
ラ
は
、
大
き
く
息
を
す
い
こ
み
ま
し
た
。
し
か

④
し
、
パ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
そ
れ
以
上
、
岩
の
ほ
う
へ
近
づ
こ
う

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

35

「
ラ
ッ
コ
の
い
る
と
こ
ろ
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
」

「
で
も
、
お
と
う
さ
ん
、
あ
れ
の
毛
皮
は
、
と
て
も
値
打
ち

ね

う

が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
」

「
そ
う
と
も
。
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
は
す
ば
ら
し
い
。
だ
か
ら
、

ほ
う
ぼ
う
の
国
か
ら
船
で
や
っ
て
き
て
、
か
た
っ
ぱ
し
か
ら

40

と
っ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
の
こ
ろ
ラ
ッ
コ
は
、
こ
こ
よ
り

は
も
っ
と
南
の
ア
レ
ウ
ト
ヘ
ん
の
島
（
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列

島
の
こ
と
）
に
す
ん
で
い
た
の
だ
」

パ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
舟
の
向
き
を
変
え
、
カ
イ
を
ゆ
っ
く
り

つ
か
い
な
が
ら
話
し
は
じ
め
ま
し
た
。

45

「
ア
レ
ウ
ト
ヘ
ん
の
海
は
、
水
も
、
こ
こ
よ
り
は
ず
っ
と
あ

た
た
か
い
。
ラ
ッ
コ
の
好
き
な

ケ
ル
プ
・
ベ
ッ
ド
も
た
く

※

さ
ん
あ
る
。
以
前
は
、
な
ん
百
頭
と
い
う
群
れ
が
、
そ
の
島

じ
ま
の
入
江
に
平
和
に
く
ら
し
て
い
た
の
だ
。

い
り

え

、

、

、

ラ
ッ
コ
は

ひ
る
ね
ず
き
の

の
ん
び
り
し
た
や
つ
で
ね

50

い
つ
も
、
海
の
お
も
て
に
あ
お
む
け
に
浮
か
ん
で
お
な
か
に

う

の
せ
た
食
べ
も
の
を
、
ゆ
っ
く
り
両
手
で
食
べ
て
い
る
。
は

じ
め
は
、
人
を
お
そ
れ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
お
ま

け
に
、
死
ん
で
も
、
ほ
か
の
け
も
の
た
ち
の
よ
う
に
沈
ん
だ

し
ず

、

、

、

、

り
せ
ず

浮
い
て
い
る
も
の
だ
か
ら

猟
師
は

苦
も
な
く

り
ょ
う

し

55

ど
ん
ど
ん
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
み
る
ま
に
ラ
ッ
コ
の
数
は

へ
っ
て
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
も
う
、
ど
こ
に
も
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ラ
ッ
コ
が
い
な
く
な
っ
て
み
る

と
、
な
お
さ
ら
そ
の
毛
皮
の
値
打
ち
は
た
か
ま
っ
て
、
外
国

の
人
び
と
は
、
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
と
ひ
き
か
え
な
ら
、
ビ
ー
ズ

60

や
鉄
、
ナ
イ
フ
、
植
物
の
せ
ん
い
で
つ
く
っ
た
、
珍
し
い
着

め
ず
ら

、

、

」

物
な
ん
ぞ

い
く
ら
で
も
あ
げ
よ
う
と

い
い
だ
し
た
の
だ

「

そ
の
国
の
人
た
ち
、
毛
皮
が
な
く
て
、
こ
ま
っ
て
い
た

⑤
ん
だ
ね
。
き
っ
と
」

「
い
い
や
、
こ
こ
よ
り
は
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
た
た
か
い
地
方

65

の
人
た
ち
だ
よ
。
そ
う
い
う
毛
皮
な
ん
ぞ
な
く
た
っ
て
、
く

。

、

ら
し
に
は
い
っ
こ
う
に
こ
ま
ら
な
い
人
た
ち
だ
っ
た

た
だ

ラ
ッ
コ
の
毛
皮
が
あ
ま
り
美
し
い
も
の
で
ほ
し
く
て
ほ
し
く

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
自
分
た
ち
の
着
物
に
、
飾
り

か
ざ

の
毛
皮
を
つ
け
て
み
た
く
て
、
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
さ
」

70

、

、

。

パ
ニ
ア
ッ
ク
は

白
い
歯
を
み
せ
て

ち
ら
と
笑
い
ま
し
た

」

「
こ
こ
ら
の
海
の
も
の
は
、
み
ん
な
エ
ス
キ
モ
ー
の
も
の
な
の
に

。

と
、
ピ
ラ
ー
ラ
は
、

ほ
ほ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
い
ま
し
た

⑥

「

、

。

、

、

そ
れ
は
ち
が
う
よ

ピ
ラ
ー
ラ

海
の
も
の
は

み
ん
な

。

、

、

海
の
母
の
も
の
な
の
だ

お
れ
た
ち
は

生
き
て
い
く
の
に

75

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
、
海
の
母
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
ん
だ
よ
」

「
お
ま
え
、
い
っ
た
い
、
ど
こ
へ
い
っ
て
い
た
の
」

お
そ
る
お
そ
る
、
母
ラ
ッ
コ
が
た
ず
ね
ま
し
た
。

「
う
ん
、
か
ら
だ
じ
ゅ
う
、
と
て
も
か
ゆ
か
っ
た
ん
だ
よ
。

80

そ
れ
で
、
知
ら
な
い
ま
に
、
ケ
ル
プ
か
ら
は
な
れ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
よ
」

予
習
シ
リ
ー
ズ

６
年
㊤
第

回
11
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国

語

（
ｂ
ｃ
問
題
）

（
そ
の
二
）

24

19

「
し
か
ら
な
い
か
ら
、
話
し
て
ご
ら
ん
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
の
か
」

「
ま
て
ま
て
、
わ
た
し
ら
だ
け
で
き
く
よ
り
か
、
長
に
も
き

お
さ

85

い
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
」

。

⑦
両
親
は
、
銀
色
を
、
長
の
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
い
き
ま
し
た

銀
色
は
、
は
じ
め
は
び
く
び
く
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
し

。

ま
い
に
は
す
こ
し
得
意
に
な
っ
て
、
一
生
懸
命
、
話
し
ま
し
た

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

と
て
も
か
ゆ
く
て
ね
ぐ
る
し
か
っ
た
の
で
、
岩
場
の
と
こ

90

ろ
で
と
ろ
と
ろ
し
て
い
た
こ
と
。

目
が
さ
め
て
み
た
ら
、

⑧

知
ら
ぬ
ま
に

三
角
の
外
へ
で
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
そ

※

れ
か
ら
泳
い
で
島
へ
い
っ
た
こ
と
。
後
足
で
た
ち
あ
が
っ
た

変
て
こ
な
動
物
に
出
会
っ
た
こ
と
。
こ
わ
く
な
っ
て
逃
げ
た

に

こ
と

そ
う
し
た
ら

と
ち
ゅ
う
で

す
ば
ら
し
く
大
き
な

牙

。

、

、

、き
ば

95

の
あ
る
お
そ
ろ
し
い
魚
の
群
れ
に
出
会
っ
て
、
あ
ぶ
な
く
と

っ
て
食
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
の
大
き
な
魚
は
、
と

び
あ
が
り
と
び
あ
が
り
追
い
か
け
て
き
た
こ
と
。
だ
け
ど
、

気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
、
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
…
…
。

100

長
の
ラ
ッ
コ
は
、
銀
色
の
話
を
、
注
意
ぶ
か
く
き
い
て
お

り
ま
し
た
。
銀
色
の
い
う
、
す
ば
ら
し
く
大
き
な
魚
と
い
う

の
は
、
シ
ャ
チ
の
こ
と
だ
な

と
、
思
い
ま
し
た
。
お
そ

ろ
し
い
シ
ャ
チ
を
つ
れ
帰
っ
て
は
な
る
ま
い
と
、
必
死
に
西

。

へ
逃
げ
た
銀
色
の
お
こ
な
い
に
は
、
強
く
心
を
う
た
れ
ま
し
た

105

（

、

）

は
や
く

な
か
ま
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
た
か
っ
た
ろ
う
に

し
か
し
、
た
だ
ひ
と
つ
、
心
に
ひ
っ
か
か
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

「
後
足
で
た
ち
あ
が
っ
た
変
て
こ
な
動
物
…
…
、
変
て
こ
な

動
物
…
…
」

110

と
、
長
は
口
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

（
人
間
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
）

こ
の
こ
と
に
気
が
つ
く
と
、
長
の
ラ
ッ
コ
は
、
ド
キ
リ
と

し
て
目
を
光
ら
せ
ま
し
た
。

「
そ
の
変
て
こ
な
動
物
と
い
う
の
は
、
エ
ス
キ
モ
ー
だ
。
エ

115

ス
キ
モ
ー
と
い
う
の
は
、
猟
を
す
る
人
間
た
ち
だ
。
そ
い
つ

ら
は
舟
に
の
っ
て
、
お
ま
え
を
追
い
か
け
て
き
た
ろ
う
」

「
う
う
ん
、
追
い
か
け
て
は
こ
な
か
っ
た
」

と
、
銀
色
は
こ
た
え
ま
し
た
。

「
波
の
あ
い
だ
か
ら
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
ら
、
大
き
い
の
と

120

小
さ
い
の
と
、
浜
に
立
っ
て
見
送
っ
て
い
た
…
…
」

は
ま

父
ラ
ッ
コ
と
母
ラ
ッ
コ
は
、

あ
き
れ
は
て
て
ぼ
ん
や
り

⑨

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
の
ラ
ッ
コ
は
、
こ
の
機
会
に

人
間
の
こ
と
を
、
子
ラ
ッ
コ
た
ち
に
話
し
て
き
か
せ
な
け
れ

ば

と
、
考
え
て
い
ま
し
た
。

125

（
い
た
ず
ら
子
ラ
ッ
コ
ど
も
は
、
あ
れ
で
案
外
も
の
ぐ
さ
だ

か
ら
、
銀
色
の
話
を
き
い
て
も
、
遠
出
を
す
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
だ
が
、
も
し
も
、
人
間
の
ほ
う
が
、
こ
の
あ
た
り

、

、

へ
よ
う
す
を
見
に
や
っ
て
き
た
ら
…
…

子
ラ
ッ
コ
た
ち
は

も
の
め
ず
ら
し
げ
に
、
き
っ
と
自
分
の
ほ
う
か
ら
近
よ
っ
て

130

い
く
に
ち
が
い
な
い
）

。

そ
の
と
き
の
こ
と
を
想
像
す
る
と
、

長
は
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た

⑩

そ
の
夜
、
長
は
、
み
な
を
自
分
の
ま
わ
り
に
集
め
、
人
間

に
つ
い
て
の
話
を
し
て
き
か
せ
ま
し
た
。

「
お
ま
え
、
ま
だ
お
き
て
い
た
の
か
」

135

お
と
う
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
、
ピ
ラ
ー
ラ
は
、
あ
わ
て

て
目
を
つ
む
り
ま
し
た
。

ピ
ラ
ー
ラ
は
、
い
つ
か
ゆ
め
の
な
か
で
、
自
分
の
胸
に
小

む
ね

さ
な
ラ
ッ
コ
の
子
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
ラ
ッ
コ
の
子
は
、

だ

人
な
つ
っ
こ
い
つ
ぶ
ら
な
瞳
を
あ
げ
て
、
ピ
ラ
ー
ラ
を
み
つ

ひ
と
み

140

め
て
い
ま
し
た
。
銀
色
の
美
し
い
毛
が
か
が
や
き
ま
し
た
。

（
あ
あ
、
こ
れ
が
ラ
ッ
コ
な
ん
だ
。
三
年
た
っ
た
ら
、
も
っ

と
も
っ
と
美
し
い
毛
皮
に
な
る
ん
だ
な
）

急
に
の
が
れ
よ
う
と
す
る
の
を
、
ピ
ラ
ー
ラ
は
、
し
っ
か

り
抱
き
し
め
ま
し
た
。
そ
し
て
気
が
つ
く
と
、
ラ
ッ
コ
の
子

145

は
、
石
の
よ
う
に
重
く
な
っ
て
、
抱
い
て
い
る
腕
が
、
肩
か

う
で

か
た

ら
も
げ
そ
う
に
だ
る
く
な
り
ま
し
た
。
ピ
ラ
ー
ラ
の
腕
の
な

か
で
、
む
く
む
く
大
き
く
な
っ
て
い
き
な
が
ら
、
ラ
ッ
コ
の

子
は
、
鼻
に
し
わ
を
よ
せ
、
歯
を
む
き
だ
し
た
お
そ
ろ
し
い

顔
で
う
な
り
ま
し
た
。

150

、

。

、

ピ
ラ
ー
ラ
は

あ
わ
て
て
放
り
だ
そ
う
と
し
ま
し
た

が

ピ
ラ
ー
ラ
の
腕
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
さ
か
ら
っ
て
、
ま
す

ま
す
相
手
を
強
く
し
め
つ
け
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
そ
の
た

び
に
、
ラ
ッ
コ
は
ま
す
ま
す
ふ
く
れ
あ
が
り
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

155

カ
チ
カ
チ
と
、
岩
を
う
ち
つ
け
る
音

、
鋭
い
、
笛
の

す
る
ど

よ
う
な
叫
び
声
な
ど
が
、
波
の
音
に
ま
じ
っ
て
、
遠
く
の
ほ

う
か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
と
、
た
ち
ま
ち
、
ピ
ラ
ー
ラ
を
と

お

り
か
こ
み
ま
し
た
。

、

。

ピ
ラ
ー
ラ
は

く
る
し
そ
う
に
ね
が
え
り
を
う
ち
ま
し
た

160

（
岡
野
薫
子
「
銀
色
ラ
ッ
コ
の
な
み
だ

北
の
海
の
物
語
」

お
か

の

か
お
る

こ

〈

〉

。

。
）

理
論
社

よ
り

※
中
略
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す

り

ろ
ん

か

し
ょ

※

ケ
ル
プ
…
…
海
に
浮
い
た
海
草
。
オ
ニ
ワ
カ
メ
。

※

三
角
…
…
ラ
ッ
コ
の
三
つ
の
寝
場
所
を
結
ん
で
で
き
る
三
角
の
泳
ぎ
場
。

ね

ば

し
ょ

線
①
「
足
に
は
か
れ
た
靴
の
よ
う
に
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

問
一
5

な
さ
い
。

ア

パ
ニ
ア
ッ
ク
の
こ
ぐ
舟
が
靴
の
か
た
ち
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

イ

パ
ニ
ア
ッ
ク
が
こ
ぐ
舟
は
海
の
上
を
歩
く
よ
う
に
進
む
と
い
う
こ
と
。

ウ

カ
イ
を
あ
や
つ
る
パ
ニ
ア
ッ
ク
と
舟
と
が
一
体
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

エ

み
ご
と
な
パ
ニ
ア
ッ
ク
の
こ
ぎ
っ
ぷ
り
に
舟
が
小
さ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
。
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六

年

国

語

（
ｂ
ｃ
問
題
）

（
そ
の
三
）

24

19

線
②
「
パ
ニ
ア
ッ
ク
」
の
、
自
然
お
よ
び
自
然
の
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
の
考
え
が
最
も
よ
く
表
れ
た
一
文
を
探
し
、
は

問
二
6

し

げ
ん

さ
が

じ
め
の
五
字
を
書
き
ぬ
い
て
答
え
な
さ
い
。

線
③
「
目
玉
を
と
び
だ
さ
せ
そ
う
に
し
な
が
ら
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
パ
ニ
ア
ッ
ク
の
ど
う
い
う
よ
う
す
が
わ
か

問
三
5

り
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

ラ
ッ
コ
の
群
れ
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
、
興
奮
し
て
い
る
よ
う
す
。

こ
う
ふ
ん

イ

無
警
戒
な
ラ
ッ
コ
の
群
れ
を
発
見
し
、
つ
か
ま
え
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
よ
う
す
。

む

け
い
か
い

い

き

ご

ウ

聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
ラ
ッ
コ
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
に
、
驚
き
を
か
く
せ
な
い
よ
う
す
。

お
ど
ろ

エ

ピ
ラ
ー
ラ
が
さ
わ
い
だ
ら
ラ
ッ
コ
に
気
づ
か
れ
る
の
で
、
静
か
に
し
ろ
と
注
意
し
て
い
る
よ
う
す
。

線
④
「
ピ
ラ
ー
ラ
は
、
大
き
く
息
を
す
い
こ
み
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
ピ
ラ
ー
ラ
の
気
持
ち
を
三
十
字

問
四
8

以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

線
⑤
「
そ
の
国
の
人
た
ち
、
毛
皮
が
な
く
て
、
こ
ま
っ
て
い
た
ん
だ
ね
。
き
っ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
ピ
ラ
ー

問
五
5

ラ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

ま
だ
子
ど
も
な
の
で
自
分
の
考
え
に
自
信
が
も
て
な
い
。

イ

な
ん
で
も
自
分
た
ち
の
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
。

ウ

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
心
を
も
つ
が
、
す
ぐ
あ
き
て
し
ま
う
。

エ

想
像
力
が
ゆ
た
か
で
、
他
人
の
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

線
⑥
「
ほ
ほ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
い
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
ピ
ラ
ー
ラ
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
最
も

問
六
5

適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

自
分
た
ち
の
海
に
ラ
ッ
コ
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

ほ
こ

イ

自
分
た
ち
の
海
の
ラ
ッ
コ
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
を
悲
し
ん
で
い
る
。

ウ

自
分
た
ち
の
海
の
ラ
ッ
コ
を
よ
そ
の
国
の
人
々
が
と
る
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
で
い
る
。

な
っ
と
く

エ

自
分
た
ち
の
海
の
ラ
ッ
コ
を
大
人
た
ち
が
守
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
を
不
満
に
思
っ
て
い
る
。

線
⑦
「
両
親
は
、
銀
色
を
、
長
の
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
い
き
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
「
銀
色
」
の
両
親
の

問
七
5

気
持
ち
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

「
銀
色
」
は
自
分
た
ち
の
よ
う
な
親
の
手
に
は
お
え
な
い
の
で
、
ま
ず
長
に
相
談
し
て
そ
の
指
示
に
従
お
う
と
弱
気
に
な
っ
て
い

し
た
が

る
。

イ

「
銀
色
」
が
、
ラ
ッ
コ
の
群
れ
全
体
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
大
な
こ
と
を
し
で
か
し
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
不
安
に
な
っ
て

お
そ

い
る
。

ウ

安
全
な
三
角
を
こ
え
て
勝
手
な
行
動
を
二
度
と
し
な
い
よ
う
に
、
ラ
ッ
コ
の
長
に
「
銀
色
」
を
き
び
し
く
し
か
っ
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
る
。

エ

「
銀
色
」
が
持
ち
帰
っ
た
重
要
な
情
報
は
と
て
も
自
分
た
ち
が
秘
密
に
し
て
お
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
共
有
す

ひ

み
つ

べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

線
⑧
「
目
が
さ
め
て
み
た
ら
、
知
ら
ぬ
ま
に
三
角
の
外
へ
で
て
し
ま
っ
て
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

問
八
8

と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
文
章
中
の
言
葉
を
用
い
て
四
十
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。

線
⑨
「
あ
き
れ
は
て
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が

「
父
ラ
ッ
コ
と
母
ラ
ッ
コ
」
は
何
に
対
し
て
こ
の

問
九
5

、

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

「
銀
色
」
が
人
間
を
見
か
け
た
だ
け
で
済
ん
だ
こ
と
。

す

イ

長
が
人
間
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
こ
と
。

わ
す

ウ

人
間
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
「
銀
色
」
の
大
胆
な
行
動
。

だ
い
た
ん

エ

シ
ャ
チ
に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
を
「
銀
色
」
が
自
慢
げ
に
話
す
こ
と
。

じ

ま
ん

線
⑩
「
長
は
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

問
十
5

え
な
さ
い
。
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ア

人
間
に
近
づ
き
、
人
間
の
お
そ
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
子
ラ
ッ
コ
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
人
間
を
敵
だ
と
思
う
よ
う

に
な
る
か
ら
。

イ

人
間
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
子
ラ
ッ
コ
た
ち
が
、
も
の
め
ず
ら
し
げ
に
人
間
に
近
よ
っ
て
い
っ
た
場
合
に
起
こ
る
悲
惨
な
情

ひ

さ
ん

景
を
想
像
し
た
か
ら
。

ウ

も
の
め
ず
ら
し
さ
か
ら
人
間
に
近
づ
い
て
い
っ
て
そ
の
ま
ま
人
間
と
仲
よ
く
な
れ
ば
、
子
ラ
ッ
コ
た
ち
は
群
れ
に
も
ど
っ
て
こ
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

エ

人
間
に
近
よ
っ
て
い
っ
て
、
人
間
が
お
そ
ろ
し
い
動
物
で
は
な
い
と
知
っ
た
ら
、
遠
出
を
す
る
よ
う
に
な
り
思
わ
ぬ
事
故
に
巻
き

ま

こ
ま
れ
か
ね
な
い
と
心
配
し
た
か
ら
。

文
章
中
の

で
か
こ
ま
れ
た
部
分
で
描
か
れ
て
い
る
、
ピ
ラ
ー
ラ
の
夢
の
中
の
こ
の
で
き
ご
と
が
暗
示
し
て
い
る
こ
と

問
十
一
8

え
が

が
ら
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

、
、

ア

ラ
ッ
コ
を
ま
も
ろ
う
と
す
る
ピ
ラ
ー
ラ
の
気
持
ち
が
、
人
間
の
お
そ
ろ
し
さ
を
聞
か
さ
れ
て
成
長
し
た
「
銀
色
」
に
は
通
じ
な
い

こ
と
。

イ

群
れ
の
ラ
ッ
コ
を
エ
ス
キ
モ
ー
に
殺
さ
れ
た
こ
と
に
怒
っ
た
ラ
ッ
コ
た
ち
に
、
危
害
を
加
え
る
つ
も
り
の
な
い
ピ
ラ
ー
ラ
が
お
そ

お
こ

き

が
い

わ
れ
る
こ
と
。

ウ

ラ
ッ
コ
を
殺
し
た
く
な
い
け
れ
ど
も
、
エ
ス
キ
モ
ー
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
や
わ
ら
か
く
て
あ
た
た
か
い
上
等
の
毛
皮

が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

エ

ピ
ラ
ー
ラ
と
仲
良
く
な
っ
た
「
銀
色
」
が
、
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
人
間
に
教
え
た
と
誤
解
し
た
ラ
ッ
コ
た
ち
に
、
裏
切
り
者
と

ご

か
い

う
ら

ぎ

し
て
群
れ
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
。

オ

ラ
ッ
コ
の
毛
皮
を
ほ
し
が
る
人
間
た
ち
が
お
し
よ
せ
て
き
て
、
ラ
ッ
コ
を
捕
ら
え
た
た
め
、
自
然
の
状
態
で
生
き
て
い
る
ラ
ッ
コ

と

の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
。

す
が
た

こ
の
文
章
を
大
き
く
三
つ
の
場
面
に
分
け
た
と
き
、
二
つ
め
の
場
面
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
に
な
り
ま
す
か
。
は
じ
め
と
終

問
十
二
6わ

り
の
五
字
を
書
き
ぬ
い
て
答
え
な
さ
い
。

次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

次
の

線
部
１
～
６
の
文
節
の
役
割
を
後
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
一
6

や
く
わ
り

四
谷
君
が

ま
た
来
て
な
い
け
れ
ど
、

ね
え
、

だ
れ
も

何
も

聞
い
て
な
い
の
。
も
う

あ
ん
な

奴
は
放
っ
と
い
て
、
さ
っ

１

２

３

４

５

よ
つ

や

や
つ

さ
と
始
め
ち
ゃ
お
う
よ
、

そ
し
て

早
く
終
わ
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。

６

ア

主
語

イ

述
語

ウ

修
飾
語

エ

接
続
語

オ

独
立
語

し
ゅ
う
し
ょ
く

次
の
各
文
は
、
Ａ

単
文
、
Ｂ

重
文
、
Ｃ

複
文
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
二
5

１

キ
リ
ン
は
首
が
長
い
。

２

あ
れ
が
昔
は
砂
金
が
取
れ
た
と
い
う
川
だ
。

さ

き
ん

３

卒
業
式
で
、
兄
が
送
辞
を
読
み
、
姉
が
答
辞
を
読
ん
だ
。

４

戦
前
か
ら
あ
る
あ
の
古
い
洋
館
に
は
、
こ
わ
が
っ
て
だ
れ
も
近
づ
か
な
い
。

５

い
ま
門
か
ら
入
っ
て
き
た
女
性
が
、
今
度
の
選
挙
で
選
ば
れ
て
市
長
に
な
っ
た
大
塚
氏
だ
。

お
お
つ
か

次
の
１
～
４
の
言
葉
に
つ
い
て
、
１
・
２
は
意
味
の
よ
く
似
た
言
葉
を
、
３
・
４
は
対
義
語
ま
た
は
反
対
語
と
な
る
言
葉
を
後

問
三
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か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
直
し
て
答
え
な
さ
い
。

１

不
安

２

関
心

３

成
功

４

楽
観

お
ん
し
ん

ひ
か
ん

き
ょ
う
み

し
ん
ぱ
い

し
っ
ぱ
い

き
ん
べ
ん

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

１

ひ
と
月
分
の
食
糧
を
チ
ョ
ゾ
ウ
す
る
。

２

祭
り
の
雰
囲
気
が
サ
イ
コ
ウ
チ
ョ
ウ
に
達
し
た
。

し
ょ
く
り
ょ
う

ふ
ん

い

き

３

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
セ
イ
タ
ン
地
を
訪
れ
る
。

４

ケ
ツ
ロ
ン
が
出
な
い
ま
ま
会
議
は
終
了
し
た
。

お
と
ず

し
ゅ
う
り
ょ
う

５

テ
ッ
コ
ウ
業
に
必
要
な
石
灰
石
は
自
給
で
き
る
。

６

外
務
大
臣
は
南
米
の
シ
ョ
コ
ク
を
歴
訪
中
だ
。

せ
っ
か
い
せ
き

が
い

む

だ
い
じ
ん

れ
き
ほ
う

７

五
月
三
日
は
ケ
ン
ポ
ウ
記
念
日
だ
。

８

カ
ン
ゲ
キ
の
あ
ま
り
声
も
出
な
か
っ
た
。

９

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に
ア
ケ
ク
レ
ル
。

電
車
内
の
イ
シ
ツ
ブ
ツ
は
傘
が
最
も
多
い
。

か
さ

10

３
10

２
19

nohara
見本





